
１　県内の非行少年等の概況

人 員 率（％）
346 266 80 30.1
285 155 130 83.9
631 421 210 49.9
94 92 2 2.2
30 20 10 50.0

124 112 12 10.7
54 33 21 63.6

809 566 243 42.9
4,870 4,833 37 0.8

２　刑法犯少年包括罪種別の状況

構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
631 100 421 100 210 49.9
14 2.2 12 2.9 2 16.7

132 20.9 105 24.9 27 25.7
310 49.1 200 47.5 110 55.0
12 1.9 8 1.9 4 50.0
14 2.2 20 4.8 -6 -30.0

149 23.6 76 18.1 73 96.1
20 3.2 16 3.8 4 25.0

３　刑法犯少年学職別の状況

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
631 100 421 100 210 49.9

 
143 22.7 92 21.9 51 55.4
242 38.4 120 28.5 122 101.7
133 21.1 121 28.7 12 9.9
21 3.3 11 2.6 10 90.9
60 9.5 56 13.3 4 7.1
32 5.1 21 5.0 11 52.4

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率(％)
272 100 168 100 104 61.9
172 63.2 113 67.3 59 52.2
16 5.9 7 4.2 9 128.6
64 23.5 32 19.0 32 100.0
20 7.4 16 9.5 4 25.0

43.1 － 39.9 － 3.2 ポイント

　 なっている。
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前年同期（566人）に比べて243人（42.9％）増加している。
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令和５年５月末、県内で検挙・補導した非行少年(犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年の総称)は809人で

　不良行為少年は4,870人で、前年同期（4,833人）に比べて37人（0.8％）増加している。
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４　初発型非行の状況
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※　 少年非行のその他の特徴
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注：数値は、令和４年は確定値、令和５年は暫定値である。
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○　不良行為少年では、喫煙（2,924人）と深夜はいかい（1,280人）が全体の86.3パーセントを占めている。
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○　全刑法犯検挙・補導人員の14.5パーセント（前年同期比＋3.4ポイント）を少年が占めている。 
○ 刑法犯少年のうち窃盗犯が最も多く、全体の49.1パーセントを占め、次いで粗暴犯の20.9パーセントと
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